
【取り組む際に生じた課題】
• 他国産との品質・価格の違い(アジアを中心に単価の安いものを求められる)。
• 賞味期限延長に関する要望。
• 各種輸出規制への対応。

【ウェブサイト】https://www.kyoeiseicha.co.jp/

【対応の結果】
• 日本品質に対する信頼は高く、更に国際認証取得や宇治茶ブランドなど付加価
値に対して好評価を得られる。

• 海外顧客向け専用品については好評価。一方で国内併売品についても賞味期
限延長を求められる傾向。

• 現地顧客や国内商社との連携を通し、現地規制に合わせた商品提案を行う。

外食産業・食品メーカーをメイン顧客とした業務用製品に注力した提案
「FSSC22000」、「ハラル」、「コーシャ」、「有機JAS」の認証取得
積極的なOEM受託
各輸出国規制ごとへの対応
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輸出量(ｔ) 出荷時期

令和３年度 300t 通年

抹茶、煎茶、ほうじ茶

【主な品目】

シンガポール・タイ・米国・ＥＵ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】 （令和３年度より輸出開始）

【今後の課題・展望】
• 他国産の製品を中心に価格面で不利となる場面もある為、宇治茶などの認知度
向上や品質の差別化などを通し、高付加価値商品の提案。

• 各国の輸出規制や需要に合わせた商品開発。
• 未進出国へのアプローチを実施し、更なる輸出先拡大を目指す。

【生じた課題への対応】
• 宇治抹茶の付加価値（製法や地域商標など）を伝える。
• 海外顧客向け専用商品を用意し、国内商品とは異なる規格で提案。
• 現地顧客や国内商社と連携。

【連絡先】 担当者名：平林天人、ＴＥＬ：0774-28-3173 

【活用した支援・施策】 GFP農林水産物・食品輸出プロジェクト、中小企業輸出チャレンジ補助金ほか

京都府 共栄製茶（株）
『宇治茶をアジア・欧米へ』
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